
令和３年度 第５回 美濃加茂市地域公共交通活性化協議会 

 

次 第 

 

日 時 令和３年１２月２４日（金） 

         １４時００分～１６時００分         

場 所 美濃加茂市役所３階第１議会委員会室 

 

１ 開  会 

 

 

２ 会長挨拶 

 

 

３ 議  題 

 

・議第 1号   地域公共交通確保維持改善事業・事業評価について 

 

 

４ 報告事項 

 

 ・報告事項１  中部国際医療センターを経由する路線について 

 

・報告事項２  第 1回美濃加茂市公共交通将来検討会議について 

 

・報告事項３  「あい愛バス」に関するアンケートの実施結果について 

 

・報告事項４  あい愛バスの利用状況について 

 

・報告事項５    EVバスの外装デザイン（案）について 

 

・報告事項６  美濃加茂市地域公共交通活性化協議会の報償費の支払いに 

ついて 

 

 

５ 閉  会 
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議第１号 

 

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価について 

 

○要旨 

 当市では、あい愛バスの一部路線について、国土交通省の補助事業となる地

域公共交通確保維持改善事業の地域内フィーダー系統確保維持計画事業を活用

し、運行の確保維持を図っています。 

この事業の実施にあたり、地域全体の交通ネットワークにおける補助対象事

業の位置づけを整理し、地域全体の交通網を踏まえた評価及び見直しを行う事

を目的とした事業評価が行われる予定です。 

これに伴い、自己評価を実施したいので内容について協議します。 

 

○その他 

 協議後、軽微な修正等は事務局一任とします 

 

○事業評価の内容 

 資料 1……別添１、別添１－２、あい愛バス・全路線の評価 
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報告事項 1 

 

中部国際医療センターを経由する路線について 

 

〇要旨 

 中部国際医療センターの開院に合わせ、令和４年１月３日からあい愛バスの３公園

連絡線が経由することとしています。 

これにより、１日に８往復経由することとなりますが、最近になり、病院から、患

者の皆さんが通院にバスを利用したいというニーズが高まっているとのことにより、

さらに増便をしてほしいと強く要望されています。 

今後、実際の利用状況を把握した上で、必要な対応を検討する予定です。 

 

○資料２－１……路線図 

〇資料２－２……中部国際医療センターへのアクセス 
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報告事項２ 

 

第 1回美濃加茂市公共交通将来検討会議について 

 

〇要旨 

 美濃加茂市の未来の公共交通について、有識者の皆様に自由な発想で夢を語っていた

だき、そのご意見を基に、当市の夢の実現に向けた取り組みにつなげることを目的にこ

の会議を立ち上げました。 

この第 1 回目の会議を令和３年１１月１日に開催し、下記のとおり、市長の他、アド

バイザーとして、５人の有識者の方にご参加いただき、バスの自動運転化や MaaSの構築

など将来の当市にふさわし公共交通の在り方について、夢を語っていただきました。 

今後、令和８年度には、当市の公共交通の在り方や施策を定める地域公共交通計画の

見直しも控えており、ここで語られた夢やご意見をご参考とさせていただくなど、当市

の公共交通施策の推進や課題解決につなげていきたいと考えています。 

 

〇会議参加者 

・伊藤 誠一(美濃加茂市長) 

・松本 幸正（名城大学 理工学部社会基盤デザイン工学科 教授） 

・松本 征毅(東海旅客鉄道株式会社 美濃太田駅 駅長) 

・山本 俊浩(新太田タクシー株式会社 常務取締役) 

・山田 実貴人(社会医療法人厚生会 木沢記念病院 副病院長) 

・塚田 学(東京大学 大学院情報理工学系研究科 准教授)※塚田氏はオンライン参加 

 

〇資料３…美濃加茂市公共交通将来検討会議 参加者の意見（抜粋） 
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報告事項３ 

 

「あい愛バス」に関するアンケートの実施結果について 

 

あい愛バスに対する市民のニーズを把握するため、令和 3年 8月 17日～9月

14日の期間でアンケートを実施しました。紙媒体による回答だけでなく、イン

ターネットによる回答も受け付け、１５６件の回答を得られました。頂いたご

意見等を参考に今後も利便性の向上に努めていきます。 

  

〇資料４…「あい愛バス」に関するアンケートの結果（抜粋） 
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報告事項４ 

 

あい愛バスの利用状況について 

 

 令和３年度のあい愛バスの利用者数については、網形成計画に基づき１０万

８千人を目標としています。新型コロナウイルスの影響を大きく受けた月もあ

りますが、７月、１０月、１１月については、月の利用者数が 1万人を超えて

おり、４月～１１月の利用者数の合計では目標のペースを上回っています。 

 また、１０月２５日から運用しております、スマートフォンで定期券、回数

券の購入、利用ができる「QUICK RIDE」については、１２月２０日時点で、定

期券で１７件、回数券で２９件の購入がありました。 

  

〇資料５……「あい愛バス」利用者集計表 
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報告事項５ 

 

EVバスの外装デザイン（案）について 

 

 

○要旨 

２月に導入する EVバスの外装デザイン（案）について報告します。 

 

 

〇資料６…EVバスの外装デザイン（案） 
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報告事項６ 

 

美濃加茂市地域公共交通活性化協議会の報償費の支払いについて 

 

○要旨 

 「美濃加茂市地域公共交通活性化協議会規約」及び「美濃加茂市地域公共交通活性

化協議会の報償費、費用弁償等に関する規程」では報償費の支払いについて定めてお

り、これまで学識経験者及び住民代表の方に、対面での会議に出席いただいた場合、

報償費の支払いをしておりましたが、書面表決の場合は支払いをしておりませんでし

た。しかし、書面表決の場合においても会議に出席される場合と同様に皆様には責任

をもって判断をしていただくとともに、そのための時間を割いていただいているた

め、書面表決の場合においても同様の報償費を支払うこととします。 

 これを今年度からとし、第３回、第４回の書面表決に対し、報償費をお支払いしま

す。 

 

 

○支払いの根拠となる規約等 

資料７…美濃加茂市地域公共交通活性化協議会規約 

資料８…美濃加茂市地域公共交通活性化協議会の報償費、費用弁償等に関する規程 
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